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要 旨

日本電信電話公社と日立製作所によって先に開発されたC22形可搬形交換装置は,可搬形としての特長が

買われ,当初の予想を大きく上回る需要を得た｡このため,可搬形交換装置にも一般局並みの機能を付与した

いという要望か強まり,C23形自動交換装置が開発されることとなった｡本装置ほ,可搬形としての長所を残

しつつ,榛能,方式,装機上抜本的な改良が加えられ,大容量交換楼並みの機能をもつことになった｡

こうしてすでに,200局を越える納入実績を築き,所期の目的をじゅうぷんに達成している｡今月号でほ先

月号に引き続き収容箱などについて述べる｡

1.緒 日

日本電信電話公社の中小局用市内交換枚としてのC2形自動交換

機は,昭和38年度iこ開発されたC22形可搬形交換装置(1)(2)によっ

て自走式トレーラ形式交換機となり,需要が急増した｡日立製作所

は,日本電信電話公社の実用化計画に協力して開発の当初より一貫

して設計･製造に従事してきた｡

C22形可搬形交換装置ほ,暫定設置を本来の目的として実用化さ

れたものであったカ＼その現地工事量が少なく,能率的工事が可能

であることが着目され,小規模局の一般自動改式局にも多数使用さ

れることとなった｡これに伴い使用条件にも変化が現われ,各種機

能の追加,改良が要請されるようiこなってきた｡しかし,C22形可

搬形交換装置は,本来の目的から多少の機能的な制約があってもよ

いという条件で設計されたものであるため,棟能の追加,改良を行

なうにも限界があった:.

日本電信電話公社は,このような外部条件の変化に対処するた

め,C22形の特長である自走式トレーラ形式収容箱形式をそのまま

残しつつ,機能的には抜本的な変更,改良を加えることを計画した｡

日立製作所ほ,ニの実用化計画に対する協力を要請され,この開発･

製造を担当することとなった｡

実用化は,昭和41年6月より開始され,商用試験用装置として

｢改良C22形自動交換装置+(3)が,昭和42年12月に完成し,茨城

県日立市日高局と千葉県市川市大野局において商用試験が実施され

た｡C23形自動交換装置(4)ほ,この2局の商用試験結果を折り込ん

で実用化されたもので,昭和43年6月に日本電信電話公社仕様書

(仕4095号)が制定された｡

C23形i･もC22形と同様,1,000加入収容の市内交換棟であるカ1

方式的には,3段接続フレーム,レジスタセンダ併合方式を新たに

採用し,MF信号方式の適用,市内斜回線の設定,迂回(うかい)選

択,Cl形従局の収容などが可能となり,また背面合せ固定･ゲー

ト式架装棟などの採用により,実装余裕スペースと保守スペースが

拡大され,かつ,収容箱が小形化されるなど多くの改良が施されてお

り,一般の局用クロスバ交換撥とほぼ同等の機能をもつはかに,C22

*
日本電信電話公社

**
日立製作所戸塚工場
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図1 輸送状態のC23形自動交換装置

形と同様,短期間の現地工事で開局可能という特長をもっている｡

C23形自動交換装置ほ,昭和43年10月より全国各地へ納入さ

れ,納入量ほすでに200局を越え,いずれも順調に稼動しており,

所期の目的をじゅうぷん達成している｡この間,公衆電話市内通話

3分打切制度の導入に伴う橙能整備も行なわれた｡

なお,交換機本体の製造および総合組立てほ,日立製作所戸塚工

場で行なわれ,トレーラ形式収容箱の製造は日立製作所笠戸工場で

行なわれている｡

今月号では先月号に引続き収容箱などについて述べる｡

2.収容箱と装横

2.1収容箱改良の要点

C22形は小規模の一般局にも使用される例が増加するに従って,

収容箱の機台巨の向上と経済化などの改良が必要祝されてきた｡この

改良の手順ほ図3に示す方法で検討された｡その結果は先に述べた

とおり,図2および図4に示すように装置架を背面合せとし,一方

の装置架を可動架とする方法がとられており,これにより収容箱の

全長が6.5mに短縮された｡また収容箱構造は,側面外板を波形鉄

板化して骨材を大幅に減少し,全体的にほモノコック構造になって

いる｡そのため収容箱重量ほ従来の5.5tより4.2tに軽量化され

た｡その外観ほ図lに示すとおりである｡

2.2 架 装 機

C23形の架装機ほ,架列が4列に増加されており,そのうち中央

側の2列の装置架が回転式になっている｡これは高密度実装して小
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形化するとともに,通路などのスペースを極力広くして保守性の向

上を図るためである｡

収容箱の大きさは,トレーラ形式である点から図5に示すように

幅および高さ寸法は走行上から強い制約を受ける｡この制約される

幅寸法内においては,背面合せ方式に装置架を配列しても最大4列

が限度となり,そのうちの2列は背面合せの関係から可動方式にせ

ざるを得なくなる｡装置架の可動方法には基本形として次の3種類

がある｡

(a)架の左端または右端を軸として回転(約90度)させる方法

(b)架の表裏両方向己･こ移動させる方法

(c)架の側面方向に移動させる方法

これらに対しで可動の容易さ,可動架出入りケーブルの工法,架の

セナ動機構,経済性などについて比較すると,他機種i･こも見られるよ

うに(a)の方法が総合的に最も有利であったのでこの方法が採用さ

れた｡一方,固定架はクロスバスイッチ積載の関係からC22形と同

様の構造のC8幅架わくが用いられているが,可動架は回転軌跡と

ケーブル導入空間が必要であることからC7幅架わくとされた｡こ

の空間を確保するためには固定架間にも多少の空間が設けられなけ

ればならないので,この空間を利用して固定架のヒューズ盤が架柱

の外側に実装されている｡このヒューズ盤は縦形であり,裏面保守

のために回転できる構造となっている｡

以上の装機方法をとった結果,後室の実装効果は中央の通路幅が

約200mm拡張されているにもかかわらず,C22形で1.19架/mヱ,

C23形では1.34架/m2(いずれもC8幅架わくに換算)であり12.6%

向上している｡

2,3 架 構 造

固定架の構造および輸送による振動防止構造は,C22形と同一で

ある｡可動架は固定架と同様の構造が用いられているが,図di･こ示

すように上下にそれぞれ受金具が付加されており,床面および架上

走行方向

(左側の列は架を一部半開閉状態にしてある)

図4 交換 装 置 の 内 部

MDりR叩 機械室
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直 C22形の実湧…‥…･2･685m
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注:道路交通法 運輸省食 道路運送車両の保安基準による｡ただし,

申請により制限外でも通行の許叫を得ることはできる｡

図5 トレーラの限界寸法

ラックに固定された回転軸に結合されている｡さらに架底部には,

装置架重量を受けて回転するためのポリウレタン材車輪を2個備え

ている｡

輸送時には振動がポリウレタン材車輪に加わって異常な振動が架

に発生しないよう装置架全体を,床面に設けた3個の特殊ボルトを

ねじ上げること古こよってポリウレタン材車輪を完全に浮かせるよう

にしており,特殊ボルト上に載った装置架ほ固定架と同様に防振ゴ

ムを介して固定ボルトによって固定される｡輸送後は固定ボルトお

よび装置架の上部を固定したL形金具を取りはずし,特殊ボルトを

床面まで下げることiこよって可動架刀回転が可能となり平常に復す

る｡平常,可動架が回転しないようにするため,ピンを架わく底部

の内側から特殊ボルトのねじ穴に単に落とし込めばよいようになっ

ている｡

2.4 収容箱構造

収容箱本体は,全面が鋼板によって形成され各接合部はすべて溶

35
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捺されている｡床面に負荷される交換装置の重量はモノコヅク構造

であるため,全局によってささえられる｡従来のC22形収容箱の構

造は,底部に主ビームとなる4本のチャンネルを長さ方向iこ配置し

た上面に鋼板を張り,また左右側面および前後面はZ形の形鋼によ

って骨組を形成した上に鋼板を張っており,強度は主ビームおよび

Z形形鋼によって補なわれていたが,C23形収容箱でほ図7に示

した断面図のように,リブを有した鋼板を並べて溶接され,左右側

面はコルゲーりとされた鋼板によっている｡これは平板に折り曲げ

部をつくることによって前述のような骨材をほとんど無くしたもの

である｡

その結果,全長が1.5m短縮しているとともに,収容箱重量は

5.5tより4.2tに軽量化された｡さらに平板と骨材との多量の溶接

が減少したことによって製造性が改善された｡また塗装の面では,

溶接によって発生する平板のひずみを修正するパテ付け作業が波形

鉄板化されたことによって不要となったので,塗装の性能が向上さ

れるなど多くの利点をもっている｡内装は床面を除く各面を断熱性

のすぐれているウレタンホームで断熱したうえ,内面にはハードボ

ードを,床面にはリノリウムを張っている｡なお先に述べた側面外

板のコルゲート化による骨材の除去は,断熱の点でも多くの熱橋を
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無くしたことになるので断熱性の向上にも役だっている｡

2.5 温i塁度調整

C22形収容箱での温湿度調整は,除熱のための換気扇については

室内温度が35℃に達すると湿度に関係なく動作し,除湿のための

除湿機については温度に関係なく室内の相対湿度が60%に達する

と動作する｡また加熱については10℃以下で温風電熱器が動作す

る｡一触こ収容箱内ほ交換装置の発熱および日射による熱侵入など

によって,換気状態で約3℃外気よF)常に高い状態となっているた

め,特に夏期は換気扇の動作時間が長く,外気湿度も比較的高いの

で温度調整ほ困難であった｡

この点を改善するためC23形収容箱でほ,上記の横器を次のと

おり動作させるように変更された｡

(1)換気(除熱)‥‥‥室内温度が35℃iこ達した場合,相対湿度

が60%以下ならば換気扇が動作するが,60%以上ならば

動作しない｡また40℃以上ではいかなる相対湿度でも常

に動作する｡

(2)除 湿‥…･室内の相対湿度が50クgに達すると動作し,

50%に降下すると停止する｡

(3)加 熱‥･…室内温度が10℃に降下すると温風電熱器

が動作し,10℃に上昇すると停止する｡この動rF状態を図

で示せば図8のとおりである｡

この結果,温度上昇は5℃高くしたが,湿度ほ記録的な高温時を

除いて夏期においてもほとんどの期間を交換装置に必要な最小限の

ふん囲気に維持することができるようになった｡なお換気扇の不動

作期(冬期および台風時など)にほ極力外気の影響を受けないよう吸

排気口を密閉する手段も講じられている｡

2.る 輸 送

C23形可搬形交換装置は,機器量の減少化,装機の改良および収

容箱の軽量化などによって全重量は9.2t,全長6.5mになった｡

この結果,輸送性は図9に示したとおり,総重量で約2t,軸荷重

でほ1t軽減され,直角路の走行は従来よi)0.2m狭い6.3mまで

可能となった｡輸送方法は従来と同じ一軸トラクタと一軸ドーリに

よってなされる｡この方法で輸送される場合に発生する振動につい

てほ､戸塚工場から日立市日高までの輸送試験で確認した結果,通

常の走行速度(10～50km/h)では最大の振動が発生する収容箱後部

でもほとんどは1g以下であり,全走行距離205km間で最大1.9g

を一度記録したにとどまっている｡これは交換装置が約20%軽減

された荷重に対しても,従来の輸送車両を用いてなんら支障のない

ことを示している｡輸送試験によって測定した振動加速度とそのひ

ん度分布を示すと図10のようになる｡

2.7 収容箱の改良

収容箱は小形化と軽量化を主体に改良されたが,機能の追加や経

済化のためにも多くの改良が加えられた｡これらの改良事項は表1

に示すとおりである｡以上のように多くの棟能追加を含めたうえ

た,さらに収容箱として約20%の経済化が得られた｡
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C23形収容箱
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図11各収容箱の配置
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割ぐり石
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捨てコンクIノート

閥12 コンクリート基礎の断面

3.現 地 工 事

交換装置ほ,図11に示すとおり交換機収容箱と電源箱が並設さ

れる｡またCX装置収容箱が設備される場合には同国に示す位置に

並べられ,いずれも平たんなコンクリート基礎の上に単に置かれる

のみである｡このコンクリート基礎の断面は図12に示すとおりで

耐震を考慮した強度になっている｡据付は従来と同様,2台の連動

式油圧ジャッキと木台を用いて行なわれるが,交換機収容箱が小形

化および軽量化されているので作業性は良好である0
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4.お も な特長

C23形自動交換装置のおもな特長は先月号に述べた分も含め次

のとおりで,おおむねC22形より改良された点でもある｡

4.1機能的な特長

(1)MF信号の送受信も可能である｡

(2)市内斜回線の設定など,各種の回線設定が可能である｡こ

のため完全な分局として使用できる｡

(3)迂回制御が可能である｡

(4)特番回線については,相手局方式に合わせてデリート形式

あるいはMF信号による各種のクラス転送が可能で,特番

回線の能率が向上する｡

(5)地集(地域集団自動電話交換装置)の収容量を増大した｡

6

7

8

(C22形に比較して,3地集が5地集iこ,両方向中継回線

30回線が45回線に増加した)｡

Cl形従局の収容が可能である｡

20PPS電話機の収容が可能である｡

押しボタン電話機の収容についても方式上考慮されてい

る｡

(9)加入者線路抵抗は,宅内を含め最大1,700nまで可能であ

る｡(C22形では,1,200凸)このため,線路設備の経済化

または収容区域の拡大が可能である｡

(10)自即公衆電話棟の収容量が増加した｡(C22形に比較して,

15回線一48回線)

(11)代表回線の収容量が増加した｡(C22形に比較して,150回

線一200回線｡最大5回線代表→最大20回線代表まで)

(12)交換装置容量はC22形と同じく,800端子,1,000加入,

66･7アーラン(2,400HCS)であるが分局形式による2ユニ

ット併置が可能である｡

(13)C22形と同様,無駐在局として使用され,保守局(親局)へ

の障害転送と,保守局からの遠隔制御による試験が可能で

ある｡

人2 方式上の特長

(1)

(2)

(3)

(4)

全共通制御方式加入者交換機において,レジスタセソダ併

合方式が採用されている｡

主フレームに,3段接続フレームを採用して,小形化,

済化されている｡

MFOS付加形式の採用｡

経

IRL,OSLを設け,いずれにも2段リンクフレームを探用

している｡
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(5)各トランクとも,あらゆる信号方式に使用可能となってい

る｡

(6)自局内呼率が高いときは,出入トランクを自局内トランク

の代わりに使用可能である｡

(7)発信レジスタでは発呼番号蓄積方式となっている｡

(8)代表選択は,ラインマーカコネクタにより行なう方式とな

っている｡

(9)可搬形式(トレーラ形式)および局舎内設置形式について,

それぞれ9種類の購入パターンが準備され,特注条件指定

表(中継方式図)の指定のみにより,各種局情に合わせるた

めの特注ジャンパ結線がメーカーで実施できる｡

そのほか,トランクナンバグループの採用など,C400形で開発さ

れた技術がじゅうぷんに活用されている｡

4.3 装機上の特長

(1)背面合せ固定･ゲート式架装機の採用｡

(2)収容箱の全長の短縮と,軽量化(全長8m→6.5m,5.5t→

4.2t)｡

(3)波形鉄板の収容箱への採用による経済化｡

(4)MDF周辺や,マーカ,集中試験架周辺の保守スペースの

拡大｡

(5)MDFに特殊端子板が採用されたため,外線の収容位置が

識別しJPすくなっている｡

(6)C22形に比べ,磯器実装上の余裕スペースが増加している｡

このほか,水銀リレー,シリコンダイオードなどC400形で開発

された部品が大幅に採用されている｡.

5.結 ロ

C23形自動交換装置の完成により,地方の小容量局にも大容量交

換棟並みの機能を容易に与えうるようi･こなった｡今後,中小容量局

の自動改式の促進に大いに役だつ予定であり,現在までに約200局

を越える納入実績を達成し,全国各地で順調に稼動にはいっている｡

終わりにC23形開発にあたって,ご指導,ご協力いただいた日本

電信電話公社関係部局のかたがた,および日立製作所関係のかたが

たに厚く感謝する｡
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